
 

令和７年９月２２日 
烏 山 総 合 支 所 
駅 周 辺 整 備 担 当 課 

 
千歳烏山駅周辺の街づくりについて 

 
１ 主旨 

駅周辺では、京王線連続立体交差事業や、駅前広場及び補助第２１６号線の道路整備
事業が進められており、区では、街が大きく変わる機会を捉えて、駅周辺の街づくりを
推進するため、令和３年に地区計画等を策定し、実現に向けた取組みを進めている。 

一方、駅前広場南側地区（以下「南側地区」という。）では、区も活動を支援し、地
権者による市街地再開発準備組合（以下「再開発準備組合」という。）において、令和
８年度の都市計画決定を目指した取組みが進められている。 

区では、令和７年４月に再開発準備組合より都市計画（準備組合案）の提出を受けた
ことから、上位計画等との整合を確認し、区として都市計画（素案）説明会を開催した
ため報告する。 

また、令和７年２月から、駅周辺の住⺠やまちづくり団体等参加のもと、まちづくり
の情報共有・意見交換等を行う場として「ちとからまちづくりフォーラム」を設置し、
関連するワークショップなどを開催している。更なる参加と協働により「まち」の未来
を考えていくため、今年度の取組みについて報告する。 

 
２ 区域等 
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３ 経緯 
平成２６年２月 京王線連立及び駅前広場並びに補助第２１６号線の各事業認可 
平成２６年度  駅周辺地区街づくり構想策定 
平成２７年度  南側地区まちづくり勉強会設立 
平成２９年度  地区計画・地区街づくり計画（たたき台）意見交換会  
令和 元年度  千歳烏山駅周辺地区「地区計画の素案策定に向けた考え方」について 

意見交換会 
令和２年 ７月 「千歳烏山駅周辺地区地区計画・地区街づくり計画」（素案）の 

意見募集、説明会 
１１月 千歳烏山駅周辺地区地区計画（原案）等説明会 
１２月 南側地区まちづくり準備会設立 

令和３年 ６月 千歳烏山駅周辺地区地区計画等の策定及び関連都市計画の変更 
令和４年 ５月 再開発事業を活用したまちづくりの基本的な考え方策定 

１２月 南側地区再開発準備組合設立 
 令和６年 ７月 千歳烏山駅周辺地区まちづくりオープンハウス 

令和７年 １月 南側地区の街づくりに関する報告会 
２月  第１回ちとからまちづくりフォーラム 
４月  再開発準備組合が都市計画（準備組合案）を区へ提出 
５月  千歳烏山駅周辺まちづくりオープンハウス 
６月 南側地区の街づくりに関する説明会 

７〜８月 千歳烏山駅前広場南側地区街づくりオープンハウス 
 
４ 都市計画（素案）説明会の開催結果について 

令和７年４月に市街地再開発準備組合から、地権者の間で一定の同意率を得て提出さ
れた市街地再開発事業等に関する都市計画の準備組合案について、東京都及び区の上位
計画等との整合を確認した。その上で組合施行の市街地再開発事業等と整合を図るため、
千歳烏山駅周辺地区地区計画等を変更する都市計画素案を作成し、以下のとおり、都市
計画（素案）説明会を開催した。 

 
（１）開催概要 

対象範囲：千歳烏山駅周辺地域地区街づくり計画区域及び建物高さの２倍の範囲 
（対象：約 13,000 世帯） 

開催日等：令和７年９月３日（水）、参加者８２人（申し込み１０４名） 
令和７年９月６日（土）、参加者８５人（申し込み９６名） 

説明資料：別紙１のとおり 
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（２）主な質疑等（意見シートの意見も含む） 
※当日の主な質疑応答については、別紙２を参照 
① 都市計画素案について 

・変更前と変更後の比較ができないので変更前と変更理由を知りたい。・・・（A） 
・計画を見直すこともあっていいと思う、その可能性はあるのか。  ・・・（A） 

② 市街地再開発事業等について 
・都市計画とか街づくりの方針は、タワーマンションでなくても出来ると思う。（B） 
・補助金の財源についてどう考えているのか。           ・・・（B） 
・地区内で事業を営んでいるが、説明がない。どうなっているか。  ・・・（C） 
・地区内の反対の方がずっと反対するなら強制退去させるのか。   ・・・（C） 
・再開発ビルの商業部分の用途などは、区は関与できないのか。   ・・・（D） 
・下北沢や明大前のように対話で街づくりについて考える場にしてほしい。・（D） 
・まちづくりフォーラムと今回の都市計画のリンクはどうなっているか。・・（D） 
・１０年もあってなぜ途中で一般公開されなかったのか。        ・・・（D） 
・連立や駅前広場などの事業と再開発ビルの関連はどうなのか。   ・・・(Ｅ) 
・再開発事業にとても期待しています。 等 

③ その他 
・駅前広場にはバス停やタクシー乗り場ができるのか教えてほしい。 ・・・(Ｅ) 

（３）説明会でのご意見等の公表について 
説明会で寄せられたご意見やご質問、それらに対する回答については整理のうえ、

１０月初旬に区のホームページで公表する予定。 
 

５ 「ちとからまちづくりフォーラム」のワークショップ及び情報交換会の開催について 
 区では、令和７年２月に開催した第１回「ちとからまちづくりフォーラム」を踏まえ、
連立事業、都市計画道路事業、再開発の取組み等、駅周辺の街づくりの情報共有を行い、
まちの将来イメージの検討に向けた取り組みを進めている。 

今年度は、「地域」、「若者」、「子育て世代」それぞれのグループにおいて、「まちの将来
イメージワークショップ」や「未来絵日記」を描く取り組みを実施しており、その成果は
今後の「ちとからまちづくりフォーラム」の取組みへ反映させていく。 

また、都市計画（素案）説明会等におけるご意見を受け、都市計画変更に関する手続き
と並行して新たに、駅南側地区における市街地再開発に関する情報交換会を開催し、結果
を第 2 回「ちとからまちづくりフォーラム」において報告する。 

 
（１）まちの将来イメージに向けたワークショップについて 

  ①「まちの将来イメージワークショップ」…「地域」 
烏山区⺠センターにおいて地域住⺠を対象に 3 回のワークショップを行い、3 回目に

は理想のまちの絵を自由に描いてもらう。ワークショップの内容は令和 8 年 2 月の第 2
回「ちとからまちづくりフォーラム」において報告するとともに、来年度以降のまちの
将来イメージ（素案）の作成に活用していく。  
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② 「未来絵日記」…「若者」「子育て世代」 
児童館では中学生や小学生に、コミュニティカフェでは来場する親子に、理想のまち

の絵（千歳烏山駅周辺地区で欲しいものややりたいことなど）を自由に描いてもらう。
またコミュニティカフェではインタビューも行う。１０月１３日に開催のミニフォー
ラム（子ども若者フォーラム）において、子どもたちの描く絵を展覧するとともに、フ
ォーラムに参加する高校（佼成学園女子高等学校、都立芦花高校）や東京都立大学の学
生提案を発表するとともに、来年度以降のまちの将来イメージ（素案）の作成に活用し
ていく。 
③ 実施済みのワークショップ 

７月 ９日「未来絵日記」芦花中学校出張児童館（中学生対象） 
８月 ５日「未来絵日記」粕谷児童館（小中学生対象、子育て世代含む） 
８月２０日「未来絵日記」烏山児童館（小中学生対象、子育て世代含む） 

      ８月３０日「まちの将来イメージワークショップ」第 1 回（地域住⺠対象） 
９月 １日「未来絵日記」コミュニティカフェななつのこ（親子連れ対象） 

【地域：参加者３４名：未来絵日記は 3 回目で作成予定】 
【若者：参加者７０名：未来絵日記７２枚】 
【子育て：インタビュー参加者１４組：未来絵日記８枚】 

 
 
 
 
 
 

〈検討の進め方イメージ図〉
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（２）駅南側地区における市街地再開発に関する情報交換会の開催について（新規） 
 まちの将来を地域の方と一緒に考えていく「ちとからまちづくりフォーラム」の取組
みとして、まちの将来に与える影響の大きい千歳烏山駅前広場南側地区における市街地
再開発事業について、事業の目的、仕組み、検討内容等について、地域住⺠との意見交換
を行う場として、情報交換会を開催する。 
 開催にあたっては、再開発準備組合に参加協力いただくとともに、当日参加も可能と
なるよう参加人数に上限を設けない工夫をしていく。 

これにより、当該事業に関する情報共有を促進するとともに、どのようなまちにして
いきたいのかということについて地域の方と意見交換を行い、参加と協働によるまちづ
くりを更に推進していく。 

  開催日時 令和 7 年１１月頃 
  場  所 烏山区⺠センター集会室他 
       （詳細は調整中） 
 
６ 駅周辺まちづくりの今後のスケジュール（予定） 

令和７年 ９月２８日 「まちの将来イメージワークショップ」第 2 回（地域住⺠）         
１０月１３日 ミニフォーラム（子ども若者フォーラム） 
１１月２２日 「まちの将来イメージワークショップ」第 3 回（地域住⺠） 
１１月頃   駅南側地区における市街地再開発に関する情報交換会 

（詳細は調整中） 
１２月    駅南側地区における市街地再開発事業に係る都市計画   

（原案）説明会 
令和８年 ２月 ７日  第２回ちとからまちづくりフォーラム 
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別紙２ 
説明会での主な質疑応答（要旨） 

 
 質  疑 回  答 

Ａ
︵
都
市
計
画
素
案
︶ 

・都市計画の内容について、変更前と変
更後の比較ができないので変更前を知り
たい。 
また、変更理由を知りたい。 
（高度利用地区・地区計画） 
 
 

・高度利用地区は、東京都の基準に基づき
壁面後退や広場などの要件を踏まえるこ
とによって容積率緩和 200%等を活用で
きる制度であり、駅前広場によって約
1/3 を拠出することや、敷地内に歩行者
空間や広場を設けるなど、公共貢献によ
り利用できなくなる床面積分を、計画敷
地内で補う形で計画できるように高度利
用地区を活用する。 

・地区計画については、現在、当地区内は
商業 B1、B2、B3 地区に分かれてお
り、敷地が 2000 ㎡未満の場合、容積率
の最高限度は 300％、200％に指定され
ています。そのため、今回の再開発事業
等に合わせ、商業Ｂ地区に統合する。ま
た、高さの最高限度を 140m に定めま
す。さらに、公共的な空間を担保するた
め、広場や歩道状空地を位置づけるもの
である。 

・分かりやすい資料づくりに努める。 
（補足） 

高度利用地区は、世田谷区全域で一つの
都市計画という扱いとなっているため、
高度利用地区の変更になるが、この千歳
烏山は、これまで指定がないことから、
新たな指定となる。 

・区もこういう機会を捉えて、計画（再
開発）を見直すこともあっていいと思
う、その可能性はあるのか。 

・再開発準備組合より提出された都市計
画（準備組合案）は、東京都や区の上位
計画等との整合が図られていると判断し
ている。今後も説明会などを開催し、地
域の方のご意見を聞きながら進めていき
たいと考えている。 
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 質  疑 回  答 

Ｂ
︵
公
共
性
・
補
助
⾦
︶ 

 

・タワーマンションの公共性の話があっ
たが、都市計画や街づくりの方針は、
タワーマンションでなくても出来ると
思う。 

 
 

・今回のまちづくりは、連続立体交差事業
や駅前広場事業等により、街が変わるこ
とを踏まえ、約１０年以上前から権利者
の方が主体となって検討を進めてきた。
駅前広場整備により生活や営業が出来な
くなる方の生活再建や新たな賑わい創出
を図るため、市街地再開発事業を活用し
たまちづくりについて、勉強を行ってき
たという経緯がある。 

・準備組合の案では、広場や歩行者空間な
どを創出して地域貢献しつつ、賑わいや
生活再建を図る計画となっており、日影
等の周辺環境への影響に対する配慮など
をした結果、建物の高さが高くなってい
ることをご理解いただきたい。 

 
・ちとからプラザには、補助⾦が 3 割出

ると言う掲示があったが、財源をどう
考えているのか。 

 
 

・全事業のうち、補助対象となる費用（空
地や共用廊下等の共同施設整備費など）
に対して、区の補助⾦交付要綱等に基づ
き一部補助⾦が交付される。（補助⾦には
国と都の交付⾦が充当） 

Ｃ
︵
地
区
内
権
利
者
・
借
家
⼈
︶ 

・地区内の賃貸物件で事業を営んでいる
が、この計画について具体的な説明さ
れたことがない。どうなっているか。 

 
 

・借家⼈の方については、都市計画決定以
降に準備組合からご案内があると聞い
ている。各権利者により状況が異なるの
で、個別にご相談させていただくことに
なるため、詳細な相談については現地の
準備組合事務所にて、ご相談いただきた
い。 

 
・地区内の反対の方が 3 割いるのは根深

いと思う。ずっと反対するなら強制退
去させるのか。 

 
 

・権利者の７割が同意されており、一定の
合意形成が図られてきたと考えている
が、対話で理解していただくことが重要
だと考えており、権利者の皆様と丁寧に
協議するよう準備組合を指導していく。 

 
Ⅾ
︵
対
話
・
情
報
発
信
︶ 

・再開発ビルの商業部分の用途などは、
再開発組合が決定するため、区は関与
できないのか。 

 
 

・基本的に権利者が決めることになるが、 
地域の意見は「ちとからまちづくりフォ
ーラム」などでも把握し、準備組合に伝
えていく。区としても（賑わいの維持・
創出につながる）より良い街づくりをし
ていきたいと考えている。 
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 質  疑 回  答 

Ⅾ
︵
対
話
・
情
報
発
信
︶ 

・説明会ではなく、下北沢や明大前のよ
うに対話で街づくりについて考える場に
してほしい。 
 
 

・駅周辺の街の将来を考える「ちとからま
ちづくりフォーラム」の中でも、再開発
準備組合の取り組みを紹介させて頂いて
いる。都市計画法に規定されている都市
計画変更の説明会等に加えて、今後も情
報発信に努めて、地域住⺠との対話も含
め街づくりを進めていきたいと考えてい
る。 

 
・まちづくりフォーラムと今回の都市計
画のリンクはどうなっているか。 
 

・今回は、区の都市計画の変更に関する説
明会であり、「ちとからまちづくりフォ
ーラム」とは別の位置付けとなっている
が、フォーラムの中でいただいた再開発
に関するご意見については、適宜、再開
発準備組合へ報告していく。 

 
・１月からやっと説明会。１０年もあっ

てなぜ途中で一般公開されなかったの
か。 

 

・再開発事業は、地区内権利者の合意形成
がなければ成り立たない事業である。そ
のため、一般的には、地区内の合意形成
が一定程度得られた後に周辺に周知を行
っていくことになる。この地区では以前
からイベント等における情報発信、報告
会等を実施してきたが、周知が足りない
部分はあったのかもしれない。 
今後も様々な機会を捉えて情報発信に努
めていく。 
 

Ｅ
︵
駅
周
辺
街
づ
く
り
︶ 

・連立や駅前広場などの事業と再開発ビ
ル事業の関連はどうなのか。 

 

・連続立体交差事業や駅前広場事業等の道
路事業の事業認可期間は２０３１年３月
までとなっている。進捗状況を見据えな
がら、再開発の建設も調整していくこと
になると思われるが、駅前広場事業等の
道路事業と連携しながら進めていく。 

 
・駅前広場の利用の仕方。バス停やタク

シー乗り場ができるのか教えて欲し
い。 

 
 

・バス停、タクシー、身障者用車両スペー
スなどの確保を想定しているが、既存の
バス停の取扱いも含めて、今後調整を行
っていくことになる。 
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